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音楽授業における長唄の導入の試み 
富山大学・森田信一
日本の伝統音楽を音楽科の授業で扱う実践が、少しずつではあるが行われている。しかし、従来の教員養成
で十分に教育されてこなかったため、とまどっている教師も少なくない。伝統音楽は、対面で教授するスタイ
ルであり、これをどのように授業の形に取り入れるべきかを工夫する必要もある。馴染が薄ければ、発声法や
言葉も簡単ではない。近隣にいる専門家を授業に招いたり、教師が伝統音楽のどれかを習って実施している例
はあるが、より広く普及するためには、全国どこの学校でも行えるような教育法が必要であろう。本論では、
伝統音楽についてあまり経験のない教師であっても、伝統音楽に取り組めることを目的として、教育法を工夫
した。長唄の越後獅子の中から、テンポ変化が少ない部分を選び、拍と歌詞を記入した楽譜を作成し、これを
使って教室で実践し、その結果を検討・考察した。
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1．はじめに
（１）研究の目的
日本の伝統音楽を音楽科の授業で実践する試みは、
いろいろな形での試行や実践研究が行われている。
平成 14 年の学習指導要領から、鑑賞だけでなく表
現においても、伝統楽器による器楽と伝統的な歌唱
を行うとされている。明治の学制がスタートして以
来、日本の音楽教育では、西洋音楽を取り入れ、西
洋式の楽曲を学び、西洋の楽器と歌唱方法を身につ
けることが標準のスタイルとなってきた。日本の伝
統音楽は、社会の中では受け継がれてきたが、学校
教育からは、ほとんど除外されてきたため、一般に
は、徐々になじみの薄いものとなっていった。学習
指導要領においては、鑑賞としては扱われてきたが、
平成 14 年の学習指導要領までは、表現としては行
われてこなかった。教員養成においても西洋音楽を
中心としてきたため、日本の音楽への関心は非常に
薄いものであった。入学前にピアノの教育を受けて
いなければ、音楽大学と同様、教員養成課程の音楽
科にも入ることが難しいが、三味線や箏などの伝統
楽器がピアノと同様に入学の条件として要求される
ということはない。しかも、入学後のカリキュラム
でも十分な科目数が割り当てられてはいない。こう
いった環境の中で養成されてきた教員が、現場の授
業の中で伝統音楽を実施することは、なかなか容易
なことではない。しかし、このような状況の中で、
音楽科で広く伝統音楽を実践するためには、伝統音
楽に関する素養の有無にかかわらず、すぐにやれる
方法が必要である。本研究では、そのような観点か
ら伝統音楽を十分に習得していない教師にも実施で
きる方法を工夫した。そしてこれを実践によって検
証することを目的とした。
（２）先行研究
伝統音楽を授業に導入する試みや研究は、日本の
伝統芸能の各種分野にわたって徐々に行われるよう
になってきており、楽器も、箏、三味線、和太鼓、
篠笛、等々いろいろなものが使われている。各種あ
る日本の音楽のジャンルを見たとき、まず最初に、
庶民に親しまれていたものに目が向く。本稿では、
江戸時代から歌舞伎の音楽として庶民に親しまれて
いた長唄を取り上げた。平成 23 年度から実施され
る中学校の学習指導要領においても、各学年とも
「２ 内容 A 表現」の「(4)表現教材」において
「(イ)民謡、長唄などの我が国の伝統的な歌唱のう
ち、地域や学校，生徒の実態を考慮して，伝統的な
声の特徴を感じ取れるもの」を行うようにと書かれ
ていることからも、民謡や長唄などが大衆文化の中
で親しまれてきた分野と見られており、学校教育に
おける歌唱教材としてふさわしいことが示されてい
る。
そこでまず、長唄を用いた実践の先行研究を調べ
てみた。長唄の専門家が直接に指導した例では、専
門家を招いて小学3年生を対象として3時間の授業
として行った唄の実践があり（伊野 2008）、大学
院の1年生 8名に対して三味線と唄の指導を、やは
り長唄の専門家が実施した 13 回の授業（山田・本
多 2001）、大学の集中講義として長唄の三味線と
唄を、2 人で 1 丁の三味線を使って行った専門家に
よる 5 時間あるいは 10 時間の授業（山田 2008）、
小学校における6時間の実践（宮部 2006）がある。
また、専門家ではなく、音楽担当の教師が実施した
例として、CDに合わせて長唄を唄うという、中学校
における授業がある（清田 2006，群馬県高崎市塚
沢中学校 2006）。また、専門家による指導ではな
いが、すでに 20 年以上も前から継続して、長唄を
含む日本の音楽を三味線を使って指導している東京
都立白鴎高等学校はユニークな例である（和田
2004）。また、勧進帳ゆかりの地である石川県小松
市では、市内の中学校で輪番制で毎年、歌舞伎「勧
進帳」を上演しており、その中で長唄の演奏には、
それぞれの中学校で、伝統的な方法や楽譜を用いる
方法などが工夫されているようである（松本進
2001）。
これらの例を見ると、専門家が指導したものでは、
手本を示しつつ口三味線を活用するなど伝統的な教
育方法そのものを用いている。長唄の専門家ではな
い教員の場合、手本を示すことが困難であるため、
伝統的な方法で行うことが難しい。そこで、CDなど
に合わせて唄ってみるというような指導法がとられ
ている。伝統音楽や諸外国の民俗音楽など、西洋音
楽以外の音楽では、音高にしても音長にしても、五
線譜で表わすことのできない要素を、より多く含ん
でいる。口唱で受け継がれてきたことからそれぞれ
独自の方法があり、安易に五線譜を用いて教育する
という方法は正しいとはいえない。とはいえ、伝統
音楽的な方法をそのまま教室で実施するには、教師
に十分な経験が必要となる。教室に伝統音楽を導入
するには、経験の有無にかかわらず、どんな教員に
も実施できる教育法が必要となるであろう。
2．実施方法
本研究では、全国どこの学校においても、長唄を
唄うという実践ができることを狙いとする。そこで、
特別に伝統音楽の専門的な技術を持っていない教師
にも実践できる方法を工夫した。それは、打楽器譜
のように、拍を記入した楽譜に歌詞を記入したもの
を作成し、まず拍にしたがって言葉を唱えるという
実践から入る方法である。授業で使えるように、長
唄の楽曲をこの楽譜に表わし、教材として作成し
た。
まずは伝統音楽に触れてみるという導入段階の実
践である。専門家や市民のボランティアなどをゲス
トに迎えて伝統音楽を実践するというケースも耳に
するが、そういったゲストに頼ることなく伝統音楽
を経験の有無にかかわらず、教師が実施できるよう
な方法として考えたものである。何の手がかりもな
く、耳だけを頼りに CD などに合わせて唄うような
方法は、カリキュラムとしての教育法を与えるもの
ではない。ここでは音源を聴きながら、視覚情報も
手がかりとして工夫することによって、唄うための
導入の第１歩を踏み出す方策を考えた。
まず、長唄の要素を分析して、音高、つまり音の
高低とリズムに分けてみる。第１段階の導入として、
リズムから入っていくということを第１歩とするこ
とができるのではないかと考えた。長唄は、テンポ
のゆれや変化はあるものの、基本的には、拍を刻む
音楽であり、2 拍子や 4 拍子といった偶数拍子で進
行する場合がほとんどである。その拍を視覚的に楽
譜の形で示すために、リズムに言葉を記入したもの
を「楽譜」として作成すれば、音源を聴きつつ拍子
をとり、それを見ながら言葉を唱えるという実習を
行うことができる。音高にはこだわらず、リズムに
合わせて言葉を唱えるという実習である。これによ
って、言葉を発音するタイミングがつかめるように
なる。そしてこれを進める中で、音高も徐々に取り
入れるようにするのも良い。しかしまずは、リズム
だけの練習である。リズムのほうが音高よりも簡単
に把握することができる。リズムに比べると長唄の
旋律を楽譜として厳密に記述するということは難し
く、旋律を学ぶには、日本の音楽に特有な節回しに
慣れる必要があり、それには長唄を始めとする日本
音楽の楽曲をたくさん聴いて慣れ親しむ必要がある
だろう。となると、音楽の授業全体の設計だけでな
く、生活の中の音楽環境全体にもかかわる問題にな
ってくる。
ここでは、リズムだけを中心として学習すること
にして、以下（図 1）にその楽譜を示す(1)。これは、
長唄の「越後獅子」の中から、「なんたらぐちだ
え・・・」で始まる一節を、縦線で表示した拍を単
位として、①②③④の4拍で1小節と捉えている。
縦線は半拍の位置にも入れてある。導入部の三味線
の音を捉え易いように「・」を記入し、アクセント
のある音は大きな「●」に表記した。また拍の裏か
ら入る場合にも拍手をとり易いように「・」を記入
した。「なんたらぐちだえ」の「ぐち」は半拍で唄
われる。また「おのがすがたを」は半拍単位である
ので、この縦線が単位となる。更に後半の「はなし
ましょうぞこんこまつの」では、そのまた半分の拍
に分かれて唄われることになる。このように1拍、
半拍、4 分の 1 拍と分けていくことによって、長唄
の拍節を把握することができ、この楽譜によって、
リズムが分かり易く視覚化できることがわかる。言
葉の発音位置を記入したものである。「越後獅子」
のこの部分は、ほぼ一定のテンポで進行するので、
CDなどの演奏に合わせて、この楽譜を見ながら拍子
を意識しながら、声を出して言葉を発音してみると
いう実習が可能となる。「おのがすがたをはなとみ
て」から「まつのはのよにこんこまやかに」の部分
は2度くり返した後、テンポが変化してちょっと戸
惑うが、次の「ひいてうとおやししのきょく」の部
分に入る。教師は、拍子を取りながら、発音のきっ
かけを与える指揮者の役割を担当することになる。
これを何度か繰り返すうちに、だんだん正確に言
葉を発するタイミングが掴めてくる。言葉を語るだ
けでなく、音高にも関心が出てきた場合には、児
童・生徒の趣向にまかせて唄わせても良い。ただし、
図１（越後獅子）
小節 1 2 3 4
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● な ん た ら ぐ ち だ
小節 5 6 7 8
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 え ● ぼ た ん ら も た ね ど ● え ち ご の
小節 9 10 11 12
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 し し は
小節 13 14 15 16
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 ● お の が す が た を ・は な と み て
小節 17 18 19 20
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 に わ に さ い た り さ か せ た り ● そ こ の ● お
小節 21 22 23 24
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 け さ に い な こ と い わ れ ● ね ま り ね ま ら ず ま ち あ か
小節 25 26 27 28
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 す ● ご ざ ・れ はな しま しょう ぞ こん こま つ の か げ で ● ● ま つ の は の よ に こん こま や か に
小節 29 30 31 32
① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④
歌詞 ひ い て う と お や し し の きょ く
耳で聴いて音高を捉えていく作業であるから簡単で
はない。これは個人差に任せて、必ずしも音高を厳
密に唄うことを目指す必要はない。また、必須とは
いえないが、実習に入る前に、長唄についての知識
や越後獅子に関する解説を行う。授業計画としては
1 時間の授業プランとしても扱えるが、数時間にわ
たって実施することもできる。
このプランは、日本の伝統音楽や長唄に経験のな
い教師を含めて、誰でも取り組める教材と方法を提
示しようということである。今回は、「越後獅子」
の中から、テンポの変化が少ない部分を選んで教材
として作成した。同様に、他の長唄の演目について
も楽譜を作ることは難しくない。
3．実践
この方法を用いて、2 つの学校で実践を行い、そ
の効果を検証した。音楽担当の教師に、この楽譜と
音源を提供し、授業の中で実践をお願いした。今回
作成した楽譜と音源を使って、音楽の時間の中で実
施していただき、児童・生徒の自己評価と感想、そ
れに教師の意見・感想をいただいた。授業そのもの
は、それぞれの先生の考え方と工夫にしたがって実
施していただき、その実践結果から、教師の意見と
児童・生徒の感想や自己評価をもらった。以下にそ
の事例を示す。
(1)実践 1（Ａ小学校 4年生、30 名）
この越後獅子を実施する前の導入として、地元の
獅子舞で使われている楽器（お囃子の各楽器）につ
いて学んだ。さらに、地元の民謡を、手拍子をつけ
ながら歌うという活動も行った。この導入によって、
子どもたちの関心が高まり、祭りの音楽や「昔の音
楽」を聴きたいという声も出るようになった。従っ
て、越後獅子を聴かせたときも、拒否反応はなく、
体を動かす、声をまねる、手拍子をする、などの反
応が見られた。
実践にあたって、教師による「音楽学習シート」
（資料１）には、子どもの自己評価、感想などが書
かれている。自己評価として、「①拍をたたく、②
歌詞をなぞる、③(1)表を追いながら(2)高さや声の
調子をまねして歌う」などが、どの程度できたかに
ついての自己評価を聞いている。①は、音源を聴き
ながら、拍に合わせて手をたたくことができたかと
いうこと、②は表を見ながら言葉を追うことができ
たか、③(1)は表を見ながら言葉を唱えることがで
きたか、(2)は音高までつけながら唄うことができ
たかということである。また「♪楽譜はわかりやす
かったか」という質問もある。これらの自己評価は、
星の数（3 から 0）が多いほど自己評価が高いとい
うことになっていて、ほとんどの項目が、星3つが
11 名、2つが 11 名、1つが 6名、0が 2名となって
いて、厳密なデータとは言えないかもしれないが、
②の「歌詞をなぞる」だけが、星 3 つが 13 名、2
つが9名となっていて、中ではいちばん達成度が高
かったようである。
④の、発声についてどう感じたかという項目では、
「声が高くなったり低くなったり」「男の人が高い
声を出していた」と、日本の唄の特徴が挙げられて
いる。また「声がふにゃふにゃしている」という感
想は、日本の唄の特徴を捉えていると同時に、こう
いう発声に馴染みがなく、違和感を持ったというこ
とである。
「♪一番難しかったところ」では、何人かが、歌
詞が細かくなる部分「はなしましょうぞこんこまつ
の」のところと、最後のテンポが変化する「ひいて
うとおやししのきょく」の部分を挙げている。
最後の「♪感想」（資料 2）では、「声の音がふ
にゃふにゃでした。何十代のおじさんが歌っている
のかなと思いました。」「おじさんのこえがすごい
なあとおもいました。」など、こういった日本の唄
への馴染みのなさも窺われる。
この実践をしてみての、教師の感想と意見が、以
下のように述べられている。
チャートを使っての活動では、ほとんどの子
どもたちが CD の唄に合わせて、チャートの歌
詞を指でなぞったり、唄ったりすることができ
ていたと思います。しかし、4拍子の拍に気づ
いたり、拍を感じながら唄えていた子は少なか
ったように思います。また、チャートの線の意
味を理解できていない子どもが多く、子どもた
ちが難しいという意見が多かった 25～のとこ
ろや、テンポが変わってタイミングの難しい
29～のところは、チャートを見て唄えるように
なる、というよりも何回も聴くうちにだんだん
覚えて唄えるようになっているように感じまし
た。CD にあわせて唄うと、CD の速さについて
いこうとするあまり、歌詞を追うことに一生懸
命になってしまい、拍を感じたり、1つ 1つの
言葉の長さを意識したりすることまでできなか
ったのではないかと思います。CD を使わない
で、手拍子だけで唄ってみるということもでき
れば、チャートの意味も理解できて良かったの
ではないかと思いました。
ここで述べられているように、言葉が細かくなる
部分、つまり速く語らなければならないところや、
テンポが変化する部分は、習得に時間がかかったと
いうことである。教師の手拍子による指導が、より
効果を生むだろうという示唆も述べられている。こ
れは、より時間をかけて実践を行うことによって、
進展が見られるものと考えられる。
(2)実践 2（B高等学校 2 年生、19 名）
授業の進め方は次のようである。まず、CD音源を
聴いて、音楽の種類や楽器について問いかけた。次
に、長唄という伝統音楽について簡単に解説をした。
音源に合わせて、両手でひざを打って拍を取るよう
な練習を2回ほど行った。さらに手でひざを打ちな
がら、CDに合わせて言葉を発声する練習、さらに手
をやめて、言葉の発声を行った。
教師の観察によると、男子が積極的に参加してい
た。また、言葉を拍に合わせて発音することを、ゲ
ーム感覚で挑戦する様子が見られた。この方法につ
いての感想としては、技術を必要とせずに実施でき、
その割に達成感が得られる点が良かったようだ。
この実践に後に、①達成についての5段階による
自己評価、②使用した楽譜のわかりやすさ（これも
5 段階）、③感想、という内容のアンケートを書か
せている。①の自己評価は、平均が 3.1、②の楽譜
への評価は、平均が3.8となっている。つまり、こ
の楽譜を使って、自分がどの程度やれたかについて
は、まだまだという評価であろうか。また、楽譜の
わかりやすさについては、けっこう高い評価となっ
ている。③の感想を、生の声として以下に示す（資
料 3）。
これらの中から「おもしろいけど変」「・・・変
なかんじでした。」「入り方とか独特のリズムみた
いなのが・・・」「すごくおもしろい唄だな・・・」
など、未知の音楽に触れたという感想がある。また
「丸」「点」「小文字」「のばし」「休みがどれだ
けなのか」などは、楽譜についてのコメントと見る
ことがきる。
4．結果と考察
音楽科において、伝統音楽の楽器と歌唱を行う事
が求められている。これを受けて、さまざまな研究
と試行が行われているが、現実の音楽科の授業では、
十分に行き渡っているとは言えない。専門家を招い
た実践研究や、近隣のボランティアの援助を受けた
実践は見られるが、音楽の授業を担当する普通の教
師のだれもが行えるような教育法が確立されなけれ
ば、広い普及は実現できないだろう。このような観
点から本論では、ごく初歩の導入のレベルではある
が、長唄を唄うことへの導入の方法を提案した。長
唄の楽曲を、リズムと音高（メロディー）の要素に
分け、最初のステップとして、リズムから取り組む
というアイデアである。長唄の楽曲が、テンポの揺
れはあるものの、基本的には一定の拍に乗って進ん
でいることに着目し、音源を聴き、拍を意識しなが
ら言葉を語ってみるという実習の方法を示した。そ
のために、拍と歌詞を記入した楽譜を考案・作成し、
これを見ながら音源に合わせて発声してみるといっ
た実習方法である。
この方法で行った2つの学校での実践について、
その実践の具体的な方法と、児童・生徒の自己評価、
感想、それを指導した教師の意見・感想などから、
この方法について検証をした。越後獅子の進行に従
って、拍に合わせながら言葉を唱えていくという実
践は、実践 1においては、(1)拍をたたく(2)歌詞を
なぞる(3)うたう（3回）、というように段階的に進
められ、それぞれに、子どもの自己評価をさせた。
星 3つと 2 つという達成度の評価を合計すると、い
ずれも過半数に達しているので、児童・生徒はでき
たという感覚が得られ、けっして難しいとは捉えて
いないということが分かる。実践 2 では、達成の自
己評価は高いとまではいえないが、楽譜のわかりや
すさの評価は高かったといえる。いずれも、この方
法が難しくてできないという印象はあたえていない
ということがわかり、より多くの現場で実践に取り
組める可能性を示すことができたと考えている。今
後、より多くの実践を試みることによって、更なる
検証を得るよう進めていかなくてはならない。また、
長唄というものに対する印象を見ると、小学生では
発声法に対する違和感が述べられていた。高校生で
も、馴染みのない未知の分野の音楽という印象が語
られている。いずれを見ても、日常生活の中で日本
の伝統音楽に触れる機会が少なく、日頃聞き馴れな
いものに出会ったという感想を抱いている。これは
伝統音楽をどうべきかという問題であり、音楽科に
おいては鑑賞の面からも取り組まなければならない
課題であろう。
授業数が少なくなっている音楽科の授業において、
伝統音楽を表現として実施する方法として、本研究
の方法は、第 1歩の導入レベルかもしれないが、誰
にでも実践可能なものと言えるのではないだろうか。
この拍に合わせて言葉を唱えるという実践は、少な
い授業数で実施できる導入であるが、さらに長唄の
音高までまねて完全に唄うことを試みようとした場
合、これはなかなかハードルの高いものとなる。あ
る程度は、似たように唄うことができるかもしれな
いが、ここでは個人差も大きく出てきて、全員が歌
声をそろえることのできる段階に達するには、かな
りの時間がかかると考えられる。今回は、拍に言葉
を合わせる実践を行ったが、次の段階としての音高
まで含めたものは、今後の大きな研究課題としてい
くべきであると考える。
注
(1)この楽譜は、筆者のプランにようって大野茉利（富山
大学大学院教育学研究科平成 20 年度修了）さんと協力し
て作成した。音源として用いたのは、『七代目芳村伊十
郎長唄全集 30（越後獅子、多摩川）』（コロムビア
CDCF-70125）の「越後獅子」。
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資料１
資料 2
 一番難しかったところ
・言葉が速かったところ
・２５～２６がついて行けなかった、速すぎてよくわからなかっ
た（２５～２７という子もいた。）
・最後が、ゆっくりになっていて合わせるのが難しかった
・リズムを合わせるのが難しかった
・早口になったところ
・「ござれ～かげで」までが早口で難しい
・間奏の後の後半からがむずかしかった
・いっぱい言葉があるところ
・タイミングが難しかった
・とまるところが難しかった
・なぞったところ
・長く伸ばすところ
・３～１０がゆっくりで難しかった
 感想
・まあまあできたと思う 
・なんとなくできました
・むずかしかった
・歌いにくかったです
・息をいっぱい吸わなきゃむずかしいなあ
・楽しかった
・意味がちょっとわかった
・声の音がふにゃふにゃでした。何十代のおじさんが歌って
いるのかなと思いました。
・初めての歌だったからちょっと難しかった。
・がくふを見たときはむずかしそうだなあとおもいました。今度
ほかの歌でもやってみたい。
・最初のほうはかんたんだった。
・リズムを作るのがおもしろくてやってみておもしろかった
・うたいかたがむずかしかった
・最初は難しかったけどあとからおもしろかったです。
・難しいところがいいにくかった。歌っている人はむずかしくな
いのかなあ。
・おじさんのこえがすごいなあとおもいました
・長唄がこんな歌だと思わなかった。
・初めてむずかしい歌を歌ったのでよかったです。
・自分で作ったリズムで手をたたいたところが一番楽しかった
です。
・すごく歌いやすかったし、楽しかった。
・ゆっくり過ぎるところとか、ことばがたくさん入っているところが
あってむずかしかった。
・作ったリズムを使って楽しかったところもあった。
・おもしろい歌だった。
・全体的にむずかしかったので、あまり歌えなかったです。
・ちょっとむずかしかったけど、とっても楽しかったです。また
やってみたくなりました。
資料 3
・おもしろいけど変
・音程についても教えてもらったらもっと楽しく学べる
と思う
・ある程度であれば理解及びタイミングを掴むことはで
きる。だが時折ミスをすることもあるため不安要素は存
在する。
・丸のついているところとついていないところの違いが
よくわからない。
・歌いやすく良かったとは思いますが、点についての説
明か、小文字の意味を書いてもらえればよかったです。
・楽しかった。伸ばしがどこまでか分からない時があっ
た。
・私は耳コピ専門なのです。楽譜とか表とかあんまり意
味がない。歌詞ぐらい。
・わかりやすかったです
・手をたたかずにリズムをとるのがむずかしいと思う。
ＣＤと一緒にうたうときはリズムよりもＣＤの声にあわ
せてうたった方がうたいやすかった。
・よくわからなかったけどおもしろかった。変なかんじ
でした。
・表はなんとなく分かったが、歌のリズムは少しつかみ
にくかった。
・休みがどれだけなのか少し分かりにくかった。
・入り方とか独特のリズムみたいなおがわかりにくい
・初めてだったけど、意外と出来た！
・すごくおもしろい唄だなって思った。
・リズムがむずかしい。
Effective Teaching of NAGAUTA in a classroom 
 
This paper proposes a new way of effectively teaching traditional Japanese music, especially Nagauta 
singing, a popular music genre with shamisen and singing in the Edo period.  The paper also 
demonstrates the effectiveness of this method by analyzing students’ responses.  As part of Japan’s 
modernization and westernization beginning in 1868,  Europe’s music education system was 
implemented. Japanese traditional music was not part of regular public school curricular. Instead only 
European music with Japanese adaptations were part of the public curricular.  Traditional Japanese 
music was still available,  but only as private lessons. Recently, however, public school teachers have 
recognized the need to offer the traditional Japanese music and have made progress in offering such 
classes. Since the traditional teaching method is oral only, school teachers have had difficulty in 
establishing an effective teaching method especially with classroom sizes of 40 or more students. 
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